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宇
宙
生
理
学
入
門
⑳ 

ワ
ク
チ
ン
と
の
調
和 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
危
険
性 

 

日
本
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
が
人
口
の 

半
数
を
超
え
ま
し
た
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
や
モ
デ
ル
ナ
社
、
ア
ス

ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
な
ど
が
提
供
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

は
ま
だ
治
験
中
の
も
の
で
、
緊
急
事
態
と
い
う
こ
と
で
暫
定
的

に
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
外
で
抗
体
を
作
っ
て
人
体
に
注
入

す
る
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
と
異
な
り
、
人
間
の
遺
伝
子
に
働
き
か

け
、
人
体
で
抗
体
を
生
産
さ
せ
る
と
い
う
全
く
新
し
い
遺
伝
子

組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
副
作

用
が
起
き
る
か
と
い
う
デ
ー
タ
が
な
く
、
現
在
は
接
種
を
行

い
な
が
ら
人
体
実
験
を
し
て
い
る
状
態
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
安
定
化
剤
と
し
て
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
ナ
ノ
脂
質
分
子

の
Ｐ
Ｅ
Ｇ
（ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
）が
含
ま
れ
、
表
示
成
分

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
酸
化
グ
ラ
フ
ェ
ン
（ナ
ノ
化
し
た
鉛
成

分
）が
電
気
誘
導
体
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。
何
回
か
接
種
し
て
化
学
物
質
の
濃
度
が
上
が
っ
た
時

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
副
作
用
が
生
じ
る
よ
う
で
す
。 

 

副
作
用
と
し
て
多
い
の
が
接
種
部
の
腕
の
痛
み
や
筋
肉
痛
、

疲
労
や
頭
痛
、
発
熱
、
関
節
の
痛
み
、
悪
寒
、
吐
き
気
な
ど
で

す
。
他
に
も
血
栓
に
よ
っ
て
突
然
死
を
引
き
起
こ
す
心
筋
炎
、

身
体
内
で
作
ら
れ
た
抗
体
が
自
ら
の
身
体
を
攻
撃
す
る
自
己

免
疫
疾
患
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
し
た
人
か
ら
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
が
飛
び
散
り
、
周
り
の

人
が
不
正
出
血
を
起
こ
す
と
い
っ
た
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
症
状
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
の
治

験
に
使
わ
れ
た
ネ
ズ
ミ
の
内
、
８０
％
が
２４
時
間
以
内
、
残
り 

の
ネ
ズ
ミ
は
一
週
間
以
内
に
す
べ
て
死
亡
し
た
そ
う
で
す
。 

   

発
汗
と
食
事
に
よ
る
解
毒
法 

も
し
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場
合
は
、
不
要
な
も
の
を
体

外
に
排
泄
す
る
発
汗
作
用
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
体
内
に
侵

入
し
た
農
薬
や
食
品
添
加
物
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
い
っ
た
化
学

物
質
や
水
銀
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
の
重
金
属
類
、
放
射
性
物
質

は
発
汗
に
よ
っ
て
か
な
り
排
泄
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
福
島
県
で
は
原
発
事
故
以
降
、
甲
状
腺
が
ん
や
白
血
病
と

い
っ
た
被
ば
く
に
よ
る
症
状
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
肉
体
労

働
者
に
は
そ
う
し
た
被
害
が
少
な
い
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

労
働
で
発
汗
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

運
動
や
肉
体
労
働
で
発
汗
で
き
な
い
場
合
は
、
入
浴
に
よ
っ

て
汗
を
か
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
発
汗
を
促
進
し
、

皮
膚
か
ら
の
老
廃
物
の
排
泄
を
促
す
自
然
塩
や
重
曹
を
湯
船

に
入
れ
る
と
さ
ら
に
排
泄
力
が
増
し
ま
す
。
接
種
後
に
皮
膚

に
痛
み
が
あ
る
場
合
は
、
里
芋
湿
布
に
少
量
の
梅
干
し
の
黒
焼

き
を
混
ぜ
て
患
部
に
貼
る
と
、
炎
症
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
原

因
物
質
を
吸
着
し
て
く
れ
ま
す
。 

筋
肉
内
に
注
入
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
成
分
は
、
リ
ン
パ
管
を
通

じ
て
全
身
を
循
環
し
、
最
終
的
に
脂
肪
細
胞
に
蓄
積
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
脂
質
代
謝
を
良
く
し
て
体
外
に
出
せ
れ
ば
、
化

学
成
分
も
同
時
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
働
き
を
良
く
す
る

の
が
植
物
に
含
ま
れ
る
葉
緑
素
と
米
糠
で
、
今
、
松
葉
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
ヨ
モ
ギ
や
す
ぎ
な
、
ク
マ
ザ

サ
、
マ
コ
モ
、
ク
ロ
レ
ラ
、
ス
ピ
ル
リ
ナ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
、

玄
米
と
い
っ
た
葉
緑
素
や
食
物
繊
維
を
豊
富
に
含
む
野
草
や

野
菜
、
海
藻
、
穀
物
も
有
効
で
す
。 

   

さ
ら
に
、
発
酵
食
品
に
は
解
毒
発
酵
と
い
う
働
き
が
あ
り
、

体
内
の
有
害
物
質
を
排
泄
し
て
く
れ
る
の
で
、
日
々
の
食
事
の

中
に
、
伝
統
製
法
で
作
ら
れ
た
味
噌
や
醤
油
、
漬
物
、
梅
干
し
、

お
酢
、
み
り
ん
、
塩
麹
、
甘
酒
と
い
っ
た
発
酵
食
品
を
多
め
に

用
い
る
よ
う
に
す
る
と
、
体
内
浄
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 炭
を
使
っ
た
還
元
法 

人
体
内
で
有
害
な
作
用
を
も
た
ら
す
も
の
は
電
気
的
に
酸

化
し
て
い
ま
す
。
毒
性
物
質
＝
酸
化
物
質
と
言
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
酸
化
と
は
血
液
や
体
液
か
ら
水
素
電
子
を
奪
う
働

き
で
、
奪
わ
れ
た
組
織
は
本
来
の
働
き
が
失
わ
れ
て
劣
化
や

腐
敗
、
老
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
水
素
電
子
を

与
え
る
働
き
を
還
元
と
い
い
ま
す
。
酸
化
し
た
細
胞
を
還
元

し
て
あ
げ
れ
ば
、
元
通
り
の
元
気
な
状
態
に
戻
り
ま
す
。
還
元

＝
解
毒
と
い
っ
て
も
よ
く
、
発
酵
食
品
や
葉
緑
素
は
こ
の
還
元

力
が
強
い
で
す
。 

な
か
で
も
、
特
に
還
元
力
が
優
れ
て
い
る
の
が
炭
で
、
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
玄
米
や
梅
干
し
、
昆
布
の
黒
焼
き
を
昔

か
ら
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
と
思
わ
れ
る

心
臓
血
管
系
の
血
栓
予
防
に
は
黒
炒
り
玄
米
ス
ー
プ
に
少
量

の
梅
干
し
の
黒
焼
き
を
、
子
宮
や
卵
巣
、
精
巣
、
腎
臓
と
い
っ

た
ホ
ル
モ
ン
系
の
副
作
用
（不
妊
症
な
ど
）の
予
防
に
は
昆
布
の

黒
焼
き
を
少
量
入
れ
て
服
用
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
何
よ
り
も
不
安
や
心
配
は
免
疫
力
を
下
げ
ま
す
。

た
と
え
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
体
内
を
浄
化
す
る
対
策
を

し
っ
か
り
と
っ
て
お
け
ば
大
丈
夫
で
す
。
気
持
ち
を
明
る
く
持

ち
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
活
用
し
た
対
策
で
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 
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月を意識して健やかな心とからだを手に入れよう 

私たち地球上の生命は、月の影響を受けています。例えば、カニやウミガメ、珊瑚は満月の夜に産卵しますし、

植物の成長や私たち人間の生（出産）死にも関係しています。昔の人は、月が生命に与える影響を感覚的に知っ

ていたからこそ自然のリズムにそった暮らしをしてきました。自然のリズムを無視し便利になった現代、多くの

人が心身になんらかの不調を感じています。生活の中に月のリズムや旧暦、二十四節気を取り入れ、自然と一体

となり、健やかな心とからだを手に入れましょう。 

おすすめポイント② 

新暦と旧暦表示のダブル表示

なので実生活でも使いやすい。 

 

おすすめポイント③ 

月の周期（黄色）や土用（青）が

一目瞭然！体調管理に便利！ 

おすすめポイント④ 

季節の養生法コラム 

先人の智恵で健やかに！ 

おすすめポイント⑤ 

新月・満月におすすめをアイコン化 

（デトックス食や塩浴、など） 

プチ断食の習慣化におすすめ！ 

岡部賢二監修 

月のリズムで幸せ暦 
A4 サイズ（閉じた状態） 

28 ページ・オールカラー 

販売価格：1,400 円（税込） 

おすすめポイント⑥ 

裏表紙には玄米甘酒や梅醤番茶など

のレシピつき 

 
いつも身近に月のリズムを感じていたい方

にはスケジュール帳がおすすめ！月のリズ

ムに合わせて美容院や旅行、仕事の予定をい

れるのもいいですね。幸せ暦（カレンダー）

にはない情報も掲載しています。 

岡部賢二監修 

月のリズムで幸せ暦 スケジュール帳 
B6 サイズ（閉じた状態） 

60 ページ・オールカラー 

販売価格：1,400 円（税込） 

旧暦（太陰太陽暦） 

中国が起源。太陽と月の両方の周期を取り

入れた暦。月の満ち欠けをもって 1 ヶ月と

する。新暦（太陽歴）より 11 日短くなり、

季節がずれるので、32～33 ヶ月に一度うる

う月を設けることで、ずれを調整。今でも

農業や漁業で活用されています。 

新暦（太陽暦・グレゴリオ暦） 
古代エジプトが起源。太陽の運行をもとにし

た暦。地球が太陽をひと回りする周期を 1 年

とする。季節の流れには忠実だが、月のめぐ

りとは関連していないため、月の周期に影響

される潮の動きや動植物の変化がわかりに

くい。日本では明治 6 年から採用。現代のカ

レンダーの殆どを占める。 

 

新暦と旧暦って 

どう違うの？ 

おすすめポイント① 
二十四節気の解説 
身近に季節感を感じることができます。 

ムスビの会 HP はこちら 


